
“ より健康に，
より強く美しく ”
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交流

アジア

欧州

研修

地域　中高齢者
障がい者

トップアスリート，
ハイパフォーマンス

アーティスト

Jr アスリート
Jrアーティスト

パフォーマンス (身体活動) 向上 健康寿命の延伸コンセプト

グローバルヘルス

病気の予防（未病）

「スポーツとアート，IoTによる新たな ”アクティブ&グローバルヘルスケア産業”  拠点に！」　

「関西スポーツ ・ヘルスケア総合センター (関西SHC)
箕面市文化ホール　
大阪大学 新箕面キャンパス

研究

診断

アスレティック
リハビリテーション

運動器・神経
リハビリテーション

スポーツ栄養

栄養・生活
指導雨天練習場

プール

テニスコート

阪大医学系研究科　協力

教育

ダンス

箕面市

コンベンション，
イベント開催

サントリー

バイオメカ・運動生理・
心理　解析指導室

ピアノ

オペ
ラ

パラリンピック
室内楽

運動器健診

脳機能健診

スポーツ
循環・呼吸器健診

診療部門
レストラン，
ショップ部門

 運動器・脳・　

ドック

視機能健診

関西SHC ＆ ホール & 
阪大新箕面キャンパス

ミュージカル

バレエ・ダンス研究
コンクール開催

スポーツ  &
パフォーミングアート

部門

体育館（バスケット，
バレーボール）

バレエ

楽しく元気な街

１．健康寿命延伸に向けたライフサイエンス学術研究と企業
　　の協働活動が未熟

ホール
部門

課題：

２．大学と自治体，地域の産業振興の連携不足

１．大学研究活動，成果と企業活動の協働促進解決：

２．自治体と大学，企業の共同体によるヘルスケア産業の本格化
       拠点の形成

１．スポーツ研究イノベーション拠点事業(SRIP）の実施地域の強み

２．基礎医学研究での産学連携

３．自治体と地域の連携，協力体制

１．スポーツ医科学研究とIoT連携による 能動的，活動的ヘルスケア (SRIP成果)実施
事業 ２．健康医科学と予防医学による企業・地域への実証

３．新しい“アクティブ・ヘルスケア産業”による地域振興

大阪大学
外国語学部/

日本語センター

資料２



大阪大学
（医学系研究科
　工学研究科
　情報科学研究科）

シップヘルスケア

チャコットバルニバービ

ミズノ

基本的な考え方　１コア
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拠点での規模感（案）
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　　　　　　　阪大
・　10m×20m×6mのスペース
・　100平米の専用居室スペース
・　各企業の個室スペース

・　トレーニングルーム
・　スタジオルーム
・　テニスコート
・　プール

・　トレーニングルーム

・　延床７０坪

・　延床250坪
・　敷地200坪

・　トータルコーディネート
・　トータルサービスの提供

阪大が提供する活動／価値
（国家　PJ　＆個別研究契約）　　　　　
・メディカル情報テータPJ
・パフォーマンス解析PJ
・バランス（神経・筋機能）PJ
・ストレス・疲労解析PJ
・スポーツ栄養・エネルギーPJ
・視覚認知・脳機能PJ
・データベース構築PJ



大阪大学は、「関西スポーツ科学・ヘルスケア総合センター（仮称）」を活動拠点として、“箕面市で
しか創れない街”つくりのなかで、スポーツ科学とスポーツ科学から生み出された「医学に裏付けられ
た」ヘルスケアサイエンスという大学として有する智を活かし、社会に新しい価値／箕面市でしかつく
れない価値を生み出す仕掛けのコア機能としての役割を担う。

大阪大学は、持てるサイエンス、機能（公正な判断・検証・評価、人材育成機能など）、オープンな研
究環境（場）を提供することにより、単体・単独では生まれえない地域・異文化・異業種の融合も含め
た共鳴を生み出し、オープンイノベーションの潮流を巻き起こす起爆剤になる。そして、参画する企業
も含めた周辺機能を活かし、また活かされながら、さらなる相乗効果も導出して、スポーツ科学・ヘル
スケアサイエンスの総合的研究拠点が核となった、市民への新たな価値の還元が加速する魅力ある新た
な街が形成されることを望む。

スタート時点の構想、つまり、最初に見える仕掛けは氷山の一角であるが、相乗効果によって周辺の裾
野が広がっていくことで、より高くそびえ、より多彩な、魅力あるシステムに成長すると確信している
。

最後に
＝「世界で唯一無二の街」つくりの提案と大阪大学の役割＝

Q：どんな街？・・・　A：こんな街です！

住民が、アスリートが、アーティストが、企業が、学生が、活発に行き交い、
大阪大学といっしょに、スポーツ科学・ヘルスケアの新しい価値創生に
誇りをもって協働して取り組み、成果がすぐに市民に還元される、

活きのいい・高齢者、障害者にも楽しい街・・・





スポーツ庁 x 大阪大学　

　　　スポーツ研究プロジェクト
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SRIPの発展

B
社
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社

D
社

ホール

E
社

阪大
・10m × 20m × 6mのスペース
・100平米の専用居室スペース
・各企業の個室スペース

・トレーニングルーム
・スタジオルーム
・テニスコート
・プール

・トレーニングルーム

・トータルコーディネート
・トータルサービスの提供

・延床70坪

A
社

１.革新的スポー
ツ研究の実施

２.若手人材育成

３.JISSとの連携

活動計画(3本柱)

スポーツ研究イノベーション
拠点形成事業

JS-CPS

リアルタイムフィードバック + 予測
日本の全てのスポーツ現場で，時間・
場所の制限なく計測＆解析を行う

横断融合を強みとする
超域オールジャパン体制

例：「関西スポーツ科学・
ヘルスケア総合センター(仮称)」
(2020年度完成予定)
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